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災害廃棄物に係る研修の実施状況
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図 研修の手法（H30都道府県、n=35)

• 都道府県において実施率が
高まっている

• 一部の政令市でも自前の研
修が実施され始めた

• 研修の手法、トピックスが
多様化している
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図 災害廃棄物に係る研修の実施状況（H30年度）
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1)多島良, 森朋子, 平山修久, 高田光康, 大迫政浩 (2014) 災害廃棄物のマネジメントに求められる行政能力の抽出―実
務経験者が参加するワークショップの結果から―. 地域安全学会論文集,  (24), 211-221
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知識
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→研修、OJT、通常業務を通じたこれら能力の向上戦略と手法

災害廃棄物処理に必要な能力1)
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Improve retention【（普段使われない能力の）定着】
– Fostering mastery orientation
– Encouraging learners’ control over their own learning
– Enhancing active learning

Enhance generalization【多様なケースへの対応力向上】
– Provide opportunities for guided discovery learning
– Include error based learning activities
– Develop metacognitive skills

Enhancing teamwork【円滑な連携】
– Build teamwork skills
– Develop shared mental models
– Develop team leaders

2) Ford J. K. and Schmidt A. M. (2000) Emergency response training: strategies for enhancing real-world 
performance, Jounrnal of  Hazardous Materials, 75, 195-215.

→研修設計のポイント：「正解」よりも気づき重視、能動的学習、
平時業務への接続、多様な参加者との相互作用

災害対応に係る効果的な研修実施の戦略2)
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個人の学び
平常業務、座学（講
義、e-learning）、
ワークショップ等

備えの実行
実際の災害対応、
災害対応支援

認知と検証
机上演習、

対応型図上演習

災害廃棄物対策の全体像

組織の備え
処理計画の策定、仮
置場運営方法や候補

地の整理等

実効性の向上

実効性の向上

※これらの前提としての、個人のモチベーションや組織内での業務の優先度も関係
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研修手法の例①：ワークショップ

兵庫県災害廃棄物対策WS

• 事前の災害廃棄物対策の重要性
に気づき、意欲を高めてもらう

• 参加者のネットワークを醸成
• 意見出し→構造化→討論→生活
物の完成と共有
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•得られる効果
• 個人の能力向上（下表）
• 組織としての手順・計画の起点となる情報整理

• WSで扱う「お題」によって異なる効果
• 課題－対応策の整理：何が起きるかの理解醸成
• 手順の整理：誰がどう対応するかの理解醸成

多島良, 平山修久, 森朋子, 川畑隆常, 高田光康, 大迫政浩 (2015) ワークショップ型研修による災害廃棄物対策に係る意識・態度の醸成. 自然災害科
学, 34 (特別号), 99-110  
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愛知県災害廃棄物対策研修

研修手法の例②：図上演習

災害廃棄物研修会 座学とWSで知識・考え方を習得 必修
シナリオ作成研修（全2回） WSで図上演習のシナリオを作成 任意
図上演習＠3地域 図上演習により模擬災害対応 必修
図上演習検証研修 研修プログラム全体の振り返り・反省 任意

• 座学、WS、図上演習の組合せ
• 市町村等職員（有志）も研修設
計に協力

• 地域ごとに演習を開催
• 演習後の振り返りを充実させる
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演習の作業イメージ

発信元 問い合わせ先

A市 市民A A市災害廃棄物担当

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：

自分の家の前に大量の災害
ごみが置かれてしまった。す
ぐに回収してほしい。

具体的にどこ
に何が置かれ
ているのか、
確認が必要

発信元 問い合わせ先

A市災害廃棄物担当 A市 市民A

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：

可能な限り早く対応します。
ごみが置かれてしまっている
場所と、凡そのごみの内容・
量を教えてください。

1回目のやり取り
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発信元 問い合わせ先

A市 市民A A市災害廃棄物担当

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：

場所は、××です。燃や
せるごみの袋が40袋くらい
あります。箪笥などの粗大
ゴミも20個くらいあります。

これだけの量で
あれば収集委託
事業者にお願い
できると思う。

発信元 問い合わせ先

A市災害廃棄物担当 ○△清掃社

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：

××に燃やせるごみの袋
が40袋程度、粗大ごみ20点
程度が残置されている。本
日中に収集可能か。

２回目のやり取り

本件への対応とし
てはよいが、ごみ
出し方法の広報が
十分ではない可能
性に気付いてほし

い。別の市民から、
同じような問い合

わせを発信しよう。
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• 災害イメージの醸成，対応ス
キルの向上，情報処理力の向
上の効果を実証

• 対応スキルの向上には，講義
等により関連情報を事前にイ
ンプットすることが重要

多島良、森朋子、夏目吉行、大迫政浩（2019）災害廃棄物処理に係る対応型図上演習の効果とその要因、地域
安全学会論文集、34、1-10
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災害廃棄物仮置場模擬訓練

• 実施主体：静岡県掛川市、菊川市、掛
川市・菊川市衛生施設組合

• 参加者：両市担当課、県、施設担当者、
民間事業者 計19名

• 内容：組合施設のストックヤードを一
次仮置場と見立て、仮置場設置（分別
看板の設置等）、ごみの受入（入口で
の受付、荷降ろし補助等）、ごみの搬
出（搬出車両への積み込み、模擬二次
仮置場での受入）、意見交換を実施

研修手法の例③：実動訓練
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和歌山県 災害廃棄物処理支援要員
制度
• 例大規模災害が発生した際に、県職員
を市町村に派遣する制度

• 支援要員は、廃棄物行政経験年数、災
害派遣経験者等の基準により知事が任
命

• 職員が廃棄物部局以外に異動した場合
でも、災害発生時には引き続き支援要
員となりうる（一部のケースを除く）

（その他）異動への対応例
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まとめ

• 災害廃棄物対策の「核」に処理計画がある
• 研修手法やテーマ設定によって個人、組織に対して得られる効
果が異なる

• 詳細はNIESの情報プラットフォームをご参考ください
• ご連絡いただければ研修設計の相談に応じることもできます
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